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（2）推理小説ならびに映画（技法）に関連する書物。
主に、小説をいかに紡ぎだすか、その具体的な技術を
磨くうえで、推理ものの状況設定や謎解きの仔細、は
たまた映像技術のなんたるかは青年遠藤を大いに刺激
したはずだ。日本の「私小説」のあり方を嫌った遠藤
が、いかにして作品の客観性を担保するか、あるいは、
作中人物の自由をどう守るのかを考えるヒントとした
に相違ない。
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　言葉の定義からはじめたい。「影響」とはなにか。
手もとの辞書を引くと、「力や作用が大きくて、関係
する他のものにまで変化が及ぶこと。また、その結果」
とある。
　たしかに、不意の「影響」というものがないではな
い。一行の文章、何気ない一言が、人の生き方を大き
く変えたという話を聞くことがあるからだ。しかしな
がら、影響を与える側と受ける側、両者が関係を結ぶ
ときに、後者が白紙の状態にあり、大きな変化をもた
らすような作用が舞い降りるように現出するといった
ケースばかりではない。影響を受ける準備が、素地が、
しっかりと前提とされ、担保されてもいて、そのうえ
で変化が生じるケースも少なくないのではないか。
　　　　　　　　　　　＊
　遠藤周作の旧蔵書を眺めながら、その思いを強くし
た。なぜなら、彼が所蔵していた本（フランス語の書
物が大半である）は、手当り次第に集められているわ
けではなく、おおむね、以下の3つに分類可能な書籍
が中心であるからだ。意識的であったか否かは判然と
しないが、ともかくもある範囲のなかで遠藤は本を集
め、読み、物書きとしての素地を固めていったと見な
せる。具体的には下記のものである。
（1）フランソワ・モーリヤックを軸とした、カトリッ
ク作家の一群の小説。日本人として自らの身体に流れ
る「汎神論的な血液」と、中学時代に受けた洗礼（一
神教の世界）との対立や齪賠に悩んでいた遠藤が、こ
うした書物群を通して己のレゾン・デートルがなんで
あるかを必死で探った痕跡とも言い換えられる。後の
遠藤が一生をかけて追い求めたテーマに直結してい
る。
（3）哲学・思想系の書物。遠藤が留学していた時代に、
フランス哲学のなかで萌芽し、一気に時代を丸呑みに
していったサルトルを軸とする実存主義に関連する書
籍、ならびにエマニュエル・ムーニエが主宰し、雑誌
『エスプリ』が発信源となったエスプリ運動（キリス
ト教思想運動）に関係する書物に大きな関心を寄せて
いた。遠藤の初期作品に少なからぬ影響を与えている。
　今年は、そのなかでも（1）に照準を定めて、具体
的な「影響」の例を「遠藤周作訳『テレーズ・デスケー
ルー』から見えてくるもの」と題して、「明治大学教
養論集」に2度にわけ掲載した。
　「愛人訳」と遠藤みずからが称した翻訳を他の『テ
レーズ』の翻訳書と比較、対照し、同時に、彼のフラ
ンス語学習の足跡を大学時代にさかのぼって検証しな
がら、日本語とフランス語の言語構造の差異が生み出
す「ジレンマ」に悩む姿が、汎神論と一神教をつなご
うとする遠藤の使命感と重なりあうその様を追った。
そして、この有り様は、単に、一冊の翻訳書の問題で
はなく、ひろく遠藤周作の文学を見つめるうえで不可
避な経路であることを論証した。
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　この論文は複数の書物群に関する論究ではなく、一
冊の邦訳が文学の世界にいかなる痕跡を残したかを分
析したものだが、この着眼をさらに深め、文学研究の
根幹を支える方法論をいっそう進化させ、昨年作成し
た遠藤の書籍遍歴（一覧）と対照しながら、フランス
留学期に集めた書物が遠藤文学に、ひいては日本の文
学シーンにどのような影響をもたらしたかを最終的に
は追求してみたい。
　具体的な手順については複数のあり方を検討してい
るが、ともあれ、遠藤のいう「人生体験という“事実”
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ではなく、芸術体験という“真実”」の結晶である文
学作品を、書誌学の基本を踏まえつつも、独自の方法
論を盛って、意義のある成果としてまとめたいと考え
ている。
（追記）研究費をいただいての出張に関連して、一点、
私見を書きとめておきたい。事務上の処理に疑問があ
り、改善が急務と考えるからである。そして、この報
告書に記すことは、今後にとって意義ありとの判断か
らである。
　長崎市にある遠藤周作文学館へ、文献閲覧を主たる
目的に2009年12月に出張をした。その際に、旅行会
社の企画した長崎市内へのパック・ツアー（一人でも
可能）を利用すれば、3万数千円で出張可能であった。
ところが、交通費と宿泊代金を分けて記載する形での
申請が必須であるために、これは認められず、飛行機
とホテルとを別々に予約し、合算したところ、ツアー
の倍額を優に超える支払いとなった（ツアーについて
いる朝食もなし）。これは、いかがなものであろうか。
　旅行会社のツアーは、安さを売りものに交通費と宿
泊費の詳細を公表できない性格のもの。現行の規定の
ままではこれを利用できない。しかしながら、現実に
半額以下の費用で研究出張がかなうのであるから、要
らぬ出費を抑えられ、余った額を別途いくでも有効活
用できるのではないか。交通費と宿泊費の費目を厳密
に分けるべしとする現在の縛りは、おそらく不正防止
（実費支給）という意図があるものと推測されるが、
一回の出張で、数万円の無意味な出費をみすみす生ん
でいる現状は、改められるべきだと判断するがいかが
であろうか。個人の金ならともかく、大学の資産を無
駄にしてよいものか。窓口の方にはその旨、話をした
が、おそらく部署のトップにまで小さな声は届くまい。
ましてや関係省庁の方にまでは……。あえて、この場
に一筆、書き添えるゆえんである。
